





Resource Constraints Expression Methods for Multiple 
















































































J={0, 1, 2, 3, ・・・, j ,・・・・,J ,J +1}:全ての作業の集合
T={0, 1, 2, 3, ・・・, t ,・・・ T}:すべてのスケジュール時刻の集合




rjk（t）:作業 jの開始から t時間経過後のリソース kの必要量
xj,k





















































　　sh + ph ≦ sj + pj であるから同様に、λh,j = pjとすればよい。 
④ h開始後に j終了可能な場合
　　sh≦ sj + pj であるから同様に、λh,j =pj + ph とすればよい。




　　sh + ph ≦ sj  + λh, j （14）
（13）式より、
　　sj + pj ≦ sh + λj,h （15）
（（15）−pj +λh, j ）より、
　　sj + λh, j  ≦ sh  + λj,h −pj + λh, j （16）
従って（14）（16）より
　　sh + ph ≦ sj + λh, j ≦ sh + λj,h − pj + λh, j （17）










J= {0, 1, 2, 3, ・・・, j ,・・・, J,  J+1}:全ての作業の集合
T= {0, 1, 2, 3 ,・・・, t ,・・・ T}:すべてのスケジュール時刻の集合
K= {0, 1, 2, 3, ・・・, k ,・・・K}:リニューアル型リソースの集合
N= {0, 1, 2, 3, ・・・, n ,・・・N}:ノンリニューアル型リソースの集合
M= {0, 1,  2,  3, ・・・, m ,・・・M}:すべてのモードの集合
pj,m :作業 jのモード mにおける長さ
Rk（t）:時刻 tにおけるリニューアル型リソース kの使用可能最大量
 rj,m,k（t）: 作業 jのモード mにおける開始から t時間経過後のリソース kの必
要量
An : ノンリニューアル型リソース nの総使用可能量
aj,m,n :作業 jのモード mおけるリソース nの総必要量
xj,m,t
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